
''1分がしたことならrI梁向得だから仕方ないけど他人練に迷惑

をかけたらいけない，と雌親にいつも撒く画われている｣という

のであるｃ」↓休的に蹄を|H1いていくと‘次のようなことがわかっ

てきた。

おIV:さんは‘附々，小さいことでも相手には大きく伝わるから気

をつけなさいとi↑う。例えば，肌#Iからあがるとき‘身体をよく

拭いて，洗Iili器の水は俗てて斜めにかけておくように。家庭でそ

うしていないと．つい外でも111じょうにやってしまうから．と注

噸するというのである。討っていることは碓かに正しいけど．う

あさい(と，Ｓﾘjは小)Ifで不満を荷っていあが,厭親に而と向かっ

ては!i･えない)。あまりにも典馴llなことなので，それこそ頭が揃

くなる感じがする。でも母親は｢そんな些細なことが積み重なっ

て大きくなるんだから｣と僕に言うと話しながらも．咳が出そう

になると，４崎から顔を．＃fけて咳払いをするなど，実に礼催正し

い照度である。〈そんなことをしていたら，学校で浮いてしまわ

ない？〉と飛者力簿ねると，学校での生活はのびのびしている，

家に111,}るとうるさいので旺親の言うとおりにしているという。

面接場面での様子
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い気遺いがうかがわれたので，〈なぜ凱過うようになったと思

う？〉と尋ねると．「他人に迷惑をかけたらいかんと1V:親からいつ

も言われるし．’'1分でもそう思っているＩ‘i分がどうなっても，

にﾘ1つ込めてしまう侭
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頭痛で不登9ﾘ鰯ﾒ態になった男児

Ｓ男：１３歳，中学２年生。

主訴：頭が痛くて，学校に行けない。

家族背景：両親とＳ男の３人家族。父親は会社員で母親は専業主婦。

現病歴：ちょうど１年前の同じ時期に２カ月間，いまと同様の症状のために学校を

休んだことがある。小学生時代から頭痛もちだったが，１０歳(小学５年生)のころか

らひどくなり，中学生になってさらにひどくなってきたという。

もともとの性格は，外で仲間と遊ぶよりも，ひとりでゲームをやるのを好む。しか

し友達づきあいはよくて，とくに悩みがあるわけではない。大の仲良しが５，６人い

るらしい。

鵬

いくことを川排しての髄M1だったからである‘．

ノ、

1７１２

自分が困っていることをストレートにｲ|呼にぶつけることに対

するためらいがすぐにはたらくのか．Ｓﾘ)は''１分のつらさをすぐ

峨者はＳ男と話をしていて‘ 本人の気分が略<落ち込んでい為

媒じを'班けたので‘ く周りの人はどう兇える？〉と紬ねてみた。す

るとＳﾘ}は｢川りの人H’lはﾉｋきﾉﾋきしていゐ鵬じ力吋-る-1というの

で，〈ではあなたは生きﾉkきしていないんだね>と砿,M｛す為つもI）
､､●●●Cp●●■●p●■■■●■

で聞くと，「いや．そうでもない。冬は4§き4ﾐきしている｣と返縛

するのであった。この返稗に4Ｗi･はとても蹴外な感じをもった。

AMいに此職を寄せることによって．Iil脳が深まってＳ兜のつらし、



能｡正しくⅢ適いを行う。物につかまり立ち上がり．そのま

ま姿勢を維持している。ＰＣＷでの歩行可能。立位と歩行に

際して．つかまっている物に対して．上肢の力で姿勢を維持

していたり歩行している｡大腿部介助にて立位不能｡股．膝．

足・肘関節に．整形外科的手術を受けている。松葉杖歩行練

習に入る。

２０１０年８月９日：松葉進度４の状態で．２０，．２５ｍほど

歩く。途中で休まないと．下肢筋を支

持できない。

＊下肢筋力が弱く耐久性がないために，継続しての歩行ができ

ない｡上肢での体函を支える指導ではなく，下肢筋での体函

負荷勧騨されていたならば｡このようにはならず特例１の

ように,もっと早い時期に松葉杖で歩けていたと考えられる。

一般的には,｢2歳までに自力でお座りができれば歩行可能
４観までに自力でお座りができれば半分が歩行可能,８旗ま

でに歩行できなければ以後は歩行不能｣といわれている狐

特例1のＫＲさんと特例2のＹＳさんはすでに8賎を過ぎて

おり，歩行は不能であるとみなしてよいのか疑問に思う。

ＫＲさんに会ったとき，１回のトレーニングで松葉杖を

使って歩行が可能となり，不思臓に思った。すでに，クラッ

チでの歩行を戯みていた城使用不能といわれていた。この

子に会って，い窪まで指導してきた人の対応を思うと，疑問

と不満を感じた。数年後に，ＹＳさんと会ったときも，この

子たちのリハビリテーションとよばれる指導はいったい何

だったのかと，この子らの指導に当たった人に対して，疑惑
と佃りを感じた。

以上．耶例で紹介した子どもたちは，どの子も２歳未満で

自力坐位・凹追いが可能となっていたのに，実際に会ったと

きには杖歩行も独歩も不可能な状態でした。なかにはＰＣＷ

での歩行は可能だが；立位力不安定であったり不能だったの

です。ＰＣＷでの歩行が；歩行可能者としてみなされるので

しょうか？この子たちは，私たちと知り合わなければ．特

例の２人が歩んだ道と同じ道をたどり，杖歩行や独歩に至ら

なかったのだと思います。

そこで私たちは特例・事例にあげた子どもたちのトレーニ

ングに際して．下記事項を改善することにしました。

①松葉杖歩行に入るどの子にも．下肢装典の不適当な箇所

を改善する。

②SLBの足関節の可動域のないものや少ないものには，

可動域を30°以上設ける。

③足部に変形がありながらインソールが使用されていない

子どもには，インソールを付けたＳＬＢに交換する。

④事例５については．インソールの付いたブーツ型装具を

そのまま使用する(詳しくは，2010年２月号第６回の本

連載をご覧ください)。

乳児期や幼児期に，「いずれ歩行が可能となるだろう｣とい

われていた子どもが，年をⅢねるに従い，「思っていたより

も脳の障碍が亜く，歩行に結びつかないかもしれない｣に変

わり,ついには｢歩行は無理だろう｣と.指導者の発言が変わっ

ていくのです。自分の指導能力不足を棚に上げていることに

気づいてほしいものです。そして，この子たちが私たちと知

り合い，杖歩行や独歩に至ったとき，「歩行ができる時期が

きたのね｣と発言が変わります。どの子にも．杖歩行や独歩

に到達できる指導や介助器具を使用することが求められてい

るのです。

（写真撮影：石倉麻夕）

")鬼看護
20,0年５月号

医療機器使用中における乗・・＝■■lこ〔 ‐小児の看護

小児看護第33巻第12号2010年１１月 1711



他人に迷惑をかけてはいけないという思いだけが炊く はたらて,Miれ鳥はずのものだからであ馬

き ''1分の川っていることなどを''1Ｆに,Wiすことには蚊いためら

いがはたらいている。これまでＳ男は 吐親に''1分の思いを無条

|’|:に愛け|こめてもらった体験がほとんどないのではないかと想像

きれた〔

筆者が接近するとＳ男は回避する

ｓ〃はIllij別に巡れられて．ヘi堵の所へきたにしても．ｌ‘’

のなかにつらい思いを秘めていたに述いない1対１での

分の心

而接場

而でなんとか少しでも語ることができればと思いながら話をすす

めていた。 縦粁は彼の気持ちを感じ取りつつ｢あなたは生き生き

していないんだね｣と共感的に,冊I)かけた。しかし．それ に対･し

てＳ男が兄･せた反応は， 筆粁にはjrjすかしを食ったような感党を

ﾘｌき起こした｡なぜかといえば八iＹ 師tS1jjに接近した途端に

すっと逃げられたように思えたからであった． AiYH･の援近が恩わ

ずＳり｣に''11避反応を総発したのではない力 ､ときえ鵬じられた⑫

のような反応から 誰考はＳ男が日頃から対人関係にとても敏感

｢甘え｣の体験はアンビバレンスを生みやすい

乳幼児は，災が特に絶対的に依ｲfしなければ生きていけない〃

圧である。そうであ為がゆえに，この時期｢'1･え｣が泉受されるか

否かは彼らにとっては死活問題である。しかし．彼らの'1･えや欲

求を受け取る側の誰が背は．いついかなるときも子どもの欲求に

応えられるかといえば，けっしてそうではない。2N舗粁はさまざ

まな4噸や歴史を抱える存在であることから，時には自分たちの

都合で拒否したり．無視したり．さらには殴打したI)することさ

え起こりかねないのであるそのため．子どもたちはどうすれば

I‘i分たちの欲求力叩|･えられるか‘さまざまなl丈応を兇せる。帆の

顔色をうかがい，どうﾙ《る卯ったらよいか懸命に考えながら行肋

しているのである。「|↑え｣が掌受されるためにはどうしてもｲ11手

が必要であるが，それは{|ＩＦしだいなのである。「11･え｣がアンビ

バレンスをﾉkみやすいのはそのためである。

で.対人的距離のとり方にいたく神経を使っているだろうと想像「甘え｣を無条件で受け止めることの大切さ
したのである。

母親のしつけと｢甘え｣の体験

その後．而接のなかでＳﾘjがしばしば兄せる"城ffに対する父

辿った計勤'，を取り上げたところ，１１頃から雌帆にﾘＩ細かくしつ

けられていることを語り始めた。しつけの|人I容l聖1体を取り上げて

み為限り．さほど問題には思えないかもしれないが‘Ｓ男がいつ

も|耽親の肌色をうかがいながら/|妬していることを想像すると，

しつけられ為以１Ｗはどのような親子側係であったのかが気になっ

たｃ なぜなら．しつけの時期は｢甘え｣の時期を伽険した後に初め

この時)UIの｢||､え｣の#蛾が決定的に亜要なのは．自分という全

存在が無条件に尚定的に受け止められることによって，子どもた

ちはｎ分に対して|'『定的な感h1iをもつことができ．親に対しても

雄本的偲頼感というゆるぎない傭頼を寄せるようになるもしも

それがさまざまな!'柵によって，「11･え｣が十分に享受されなかっ

たとすれば,ｒ･どもたちの心にどのような思いが蓄積していくか，

われわれはもっと典剣に杉える必要がある。先に述べたように．

ＳﾘjがI‘１分のつらさを仙尚･に１１Nることに強いためらいをもってい

だiIf蛾には，これまで1‘１分の思いを無条('1:に'受け!こめてもらった

体験が乏しかったのではないかと筆者には感じられたのである。

小児粁護露33装第12号2010年１１月 l71B



〆

攻撃的な言動が目立つ男児

Ｔ男：９歳５カ月，小学４年生。

主訴：衝動的に｢死ぬ！」とわめいて，ベランダから飛び降りようとする。

家族背景：両親とＴ男の３人家族。会社員の父親は単身赴任で月に１回ほど週末に帰宅するだけで，母親は

パートタイマーで週数日(動いている。母親同伴での受診である。

発達歴および現病歴：幼児期，ひとりではしゃぐことが多く，やんちやな子どもだった。幼稚園時代はとく

に問題もなく過ごしたという。母親はＴ男が小学校に入学してまもなく，なんとか私立中学に入れたいとの強

い思いで，早くから進学塾に通わせていた。母親の進学熱はかなり強く，毎日自宅で厳しく指導していたとい

う。Ｔ男は母親に口先では,塾にも行きたい,私立中学にも行きたいというが,なぜか宿題をやろうとしない。

母親は宿題をやらせるのが親のつとめだと思い，懸命になってやらせようとする。塾通いをめぐって，ストレ

スは母子ともに相当に強いものがあった。

Ｌ

′1,ﾘjは小学校に入学してからはなぜかつまんない，学校なんか

なくなればよいとよく，iうようになった〔,￥:校では炎､ZってⅢ脳

ｲj:11ﾘﾉを起こすことはないが，ｌ姥でI耽帆と・紺にいるとよくキレ

ル。宿題をやっていても急に破ったり，そばにある物を下当たり

しだい放り投げたりする。そうかと忠うと雌親にべたべたくっつ

くというふうで，虻分の鑑があまりに激しいため，ＭＷ↓は対･応に

苦職しているという。

３年時の担伍教師(男性)は‘前年に脳帆塞を恐い．１年間ほど

休職して復職したばかりであった。後遺推のせいもあったのか．

h1i緒的にもｲ《安定で，’1荊斤i)j亀どもたちに雛旨を吐くことから親

たちのIIllでは'''1胆になっていた。１年生のと鴬にもこの牧師力弧

任だったという。挙佼の宿題もやらず．ただ学習塾にだけは行こ

うとするＴ男に対して．拠任戦師は.「こんなに徹題もやらない

のならj畔』1Aなどやめろ｣｢こんなことがわからないなら学校には

来るな｣｢インフルエンザにでも掘ればよいのに｣｢お前の鋤iIは女

の子のようだからだめだ｣などと傭じられないようなことばをＴ

男に浴びせることもあるらしい拠征によるこのような{l;打ちに

対して．′I､男も３碓川ころから吐帆にIIP雛脈えあようになった

それをlHlいて雌帆はＴ男に学校など行かなくてもよいとまで荷う

ようになったＥするとＴ男は学校には行くといってきかない。親

たちもあまりのｲI脈の仙総な態庇に対して．枝艮にr[脈するまで

ノ

の大問題になった｡その結果,やっと担任は交代となったというｃ

その後，Ｔﾘ)はI2I宅で少しは術胆をや為ようになったが‘｜脚１

１)府突に紙を破ってしまうなど．断動的な行111jがIｲにつくように

なった。まるで急にスイッチが入るように人が変わり．物を投げ

るやら．教科書を破り捨てるなど落ち若かず，イライラの強い

状態になった。ついには挙佼にも行きたがらなくなって．自宅で

突然ベランダに出て．「ﾀぬ！_|と叫んで飛び降りようとするまで

の騒ぎになった。このような状況になって．母親がＴ男を巡れて

当院受診とをった‐

面接場面での様子

ノ<都会育ちの１V親はどこか理知的な印象を与える人であったＣ

ｆどもについて‘活し始めると，その蒲りI-Iは冷脈というよりもど

こか冷めた感じを与え，子どもの気持ちを受け止めるゆとりなど

とてもなざそうに思えた。子どもは突き放されるような感じさえ

抱くのではないかと気になった⑫

縦荷はいつものように気さくな雰朋気をつくりながら､i接を地

めたｃしかし．

雰囲気が生まれ

こちらの期待に反して，緊張

るかと思いきや．母親はなぜ

|洲で‘ 自分の理屈をい ろいろと総り縦け馬

が解けて締しやすい

かすぐに灰論めいた

のであるｎｌＭｒｌＷき

1７１４ 小児君護鋪33巻館12号2010年11月
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人の11Wに削って入り．話し始めたことであった〔

途州

こちらが柑手に

i71Fi

な人なのか．どうも他什に対して警戒する柵えが強い‘もっとも

印段的であったのは,Ａ１堵の一丙-．ｲﾘにことごとくⅨ応するほど，

字筏に拘泥する傾向が強いことであった。筆荷もいつのまにか1‘１

分の馨戒的な柵えも強くなるのを感じながら面接を統けた‘，

きりっとした航つきで利発的な印蚊を'j･えたＴりjは‘初ﾉW1mに

もかかわらず，とてもよくしゃべっていたが,物!↑いといい、態

鹿といい，少々4k意気な印象を受けた。よく話す子どもであった

ので．縦稀はＴ男にきちんと向き合って．どうして荊院に来たの

か．その理由を聯ねたすると．〈ママ１，．i,って！〉と'111狸人れ
ゆ●印●け●｡●■●■｡■◆●◆□●◆●●●●●●●●●

ず吐親のほうにljZ線を移して助けを求め．Ｉ:1分からはiWiそうとし

ない。それならと思い．筆者は母親のほうに向きを変え．いろい

ろと,階し始めた途端に，今度は自分から二人の'111に削って入ろう

とする飛荷が｢いまはお雌さんと断しているんだから！」と冗脳

めいた洲子で少し挑発するように茶々を入れあと．ますますＴｌル

はしゃべり続ける。而白いほどにこちらの挑発に恥ってくゐ。峨

粁はおどけた洲予で.Ｔﾘjの綴したい気持ちを受け11:め,｢そうか，

そうか｣と川手をすることで‘それ以ｋはエスカレートすること

はなく．まもなく吐親との面接をI1jWMすることができた。

Ｔﾘjは柿Ｆに座り‘母親はそばのソファに座っていた。Ｔﾘ)は

相手に甘えたい

／″、‘
ジﾚﾝﾏの蝋強嚇購裟謝

、ノ
相手から遠ざかる

図１甘えをめぐるアンビパレンス

■
■
Ｃ
Ｑ
■
■
ｅ
勺
甘
■
１
日
Ⅱ
。
。

Ｉ

にはそのようなことに虻づく余補などまったくといっていいほど

なかったのである。

｢天の邪鬼｣と関係障絹

ここで｢天の邪鬼｣を取り上げたのは，このようなi_『動をとる子

どもと養育者との間には，多くのjtﾙ合，関係がこじれてしまい，

きちんと雛j亀が向き合うことができない状態になっているからで

ある。而粁IHIに関係障碍がﾉkまれてしまうのである。もしも￥い

段階で子どものちょっとした振る緋いのなかに心細い気持ちを感

じ取ることができ‘その気持ちにさりげなく対応することができ

るならば関係障碍によってもたらされる負の柵環は断ち切るこ

とができるがそれに気づかないまま放股すれば．１町省間の負の

循環は肥大化の一途を辿ることになる。この隊子関係はそのよう

な負の循環によってもたらされたものだということができよう。

口先ではなんでも』ド虻だといわんばかI)に雌勢を扱っていたが，

それとは姻似にＴ１』はソファに近づき．雌親の身体の部に．fを

触れて離れないようにしている。そんな仕疏から．雌親に対する

非併に敬い｢11.え｣のアンビバレンスを感じとれたのである

｢天の邪鬼｣と｢甘え｣のアンビバレンス

而接でもっとも印象的であったのは‘飛脅がＴ男にH1対して紬

を1MIこうとしたら，途端に叶親に助けを求めて何も冊ろうとしな

関係障碍によって生まれる行動(障碍）

きた｢･'1.えlのアンビバレンス(図１）の特徴をよく描き出してい

<なったにもかかわらず，飛者が吐親とi濡し始めると，すぐに

の振る卿いを見ていると．Ｔ男がいかに心細く，母親を頼ってい

あかが蛎汁には揃いほど感じ取れたしかし．このときの1噸

るひこのような言動を見せる子どもは．わ

小児禰侭鋪33巻鋪】2号2010年11侭

Ｔﾘjは母親に対して||･えたくてもI|･えられないという気持ちが

とても強かった<，このような''1.え｣のアンビバレンスが強まって

いくと，しだいにフラストレーションが尚まり，逆にはさまざま

な行動(障碍)となって表に現れるようになる。それはなぜかとい

えば廿えたい気持ちが強い一〃で．ｉ1.えようとすれば自分が傷

つく恐れを抱いているしたがって.I|傭えたい弧排ちが強ま為と．

I｢il時に相手から離れようとする反応が思わず誘発されるようにな

る．つまりは．接近しようとする動きと回避しようとする動きが

11,】時に′kじることになるこのようなimjIXIのジレンマが昂じるこ

近づくと，思わず|｢'1避するが．こちらが11Mｔれようとす為と

に接近してくゐ．このような'１１係の僻徴は．本辿)帆で収りｋけ！て

.える'ことのできない

が国ではこれまで｢天

の邪鬼｣といわれてきたもので．紫戒に｢Ｉ

吐親の身‘体にさりげなく触れて離れようとしないＴﾘＵ

子どもたちによく兇受けられるものである 雌勢を吸って強がっ

ているが



他害

図'２動因的葛藤行血

意欠陥多勤
注意転導）

とによって多械な行動(障碍)が起こる。椛者が(勤因的)葛膜行1１１１１

と称してきたものである(図２）

行動(障碍)によって生まれる負の循環

さらに深刻な問題は．このような行動(障碍)が一以顔を出すよ

うになると‘母子関係の悪Wi環はますます深刻化していくことで

ある。．ｆどもがみせる多撤な行動(障碍)は，愈|測的にとった行助

というよりも，いまだに甘えたいという気持ちが強いために引き

起こされた行動である。つまりは背後に子どもの｢11･え｣の虹持ち

がはたらいている。しかし，＋'1下のほうはどうしても炎に現れた

行動(隙ｲiW)に幻怒され，それが反社会的行動であったり．ハIilIlllを

困らせる行動であったりするために．どうしてもそれを止めさせ

ようとして‘注意や叱雌を繰り返してしまう。このような反応を

ｆどもは''１分が突き放されたというふうに堤け取るために‘心細

さが強まり．ますます甘えたい気排ちが強まる。その結果として

ジレンマが1W強する。こうして負の術環が促進されて側係陳冊は

肥大化し､ＺＩ１態はますます深刻化していくことになるのである(図

３)。

（子)攻撃的・破壊的行動
（アンビバレンスによって引き起こされる葛藤行動）

／’、‘
(子)アンビバレンスの（親)否定的・拒否的反応

増強（子)自分が突き放される体験

、 ノ
（子)｢甘え｣の冗進

図３行動(障開)によってもたらされる関係の悪循環

関係の視点から子どもを理解することの大切さ

ｲ柵で提ボした２つのり制は，初IuI而蝿ﾙ而での特徴のみを示

したものである。なぜ初凶而接を例示したかといえば初回で子

どもを診る際に，雌と子の関係の視点をもつことによって．子ど

もの炎に現れた行助の背後にどのような細ずち力『はたらいてい猫

のかを捉えやすくなると魁われるからである。面接場面での子と‘

もとim接貯との二巻関係の動き．あるいは子どもと耐;患者と母親

との言荷関係の動きなどに.子どもの母親に対する｢ifえ｣をめぐ

る畑#ちの助きが如実に炎れているものなのである。それをIiii接

汁(紬崎)は鋭敏に捉え，収I）ｋげることによって.子どもはド１

分の気持ちを受け止めてもらったという体験をするであろうし，

母親はI‘１分に対する-fどもの気持ちに気づく契・機となるのであ

あ。初IlI11iIi接は糊jN将にとっては簸火の典剣勝負の勘といっても

よいが．そこで側係のNi!‘‘1Mをもつことによって，而接場面がよ'）

Ｉｋき4這としたものにl決るようになるのではないかと思えるので

ある。「il・え｣の1111皿の11K要性を力脱するのは．「甘え｣にまつわ愚

M1係が，人が生まれて雌初に体験す〕る人'111関係であり．そこでの

Iｲ蝋の髄はその後の成腿過秘で幾度となく顔を出し，対人関係の

堆木を形づくるからである『

本辿'肌も次'''1で雌終ロとなった。そこで次１回lは，これまでは主

に｡fどもにみられる1.11.え｣の'''1池を取り上げてきたが，そうした

側辿が大人になったときにどのような形で顕在化するのかを考え

てみたいと思う‘

I７１ｆ 小児聯,博輔33遊第ｌ２け2010年11月
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